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（青木） ワールドカフェというやり方はワークショップのいくつかある手法のうち

の１つと捉えていいと思います。1000 人でも対応できると言われている大人数

で、みんなが１つのテーマを深めるための方法です。基本は４人１組に分かれ

てあるテーマについて４人でお話をします。ずっと４人で話していると行き詰

まってくるというか、アイデアが枯渇してくるので席替えみたいなことを行い

ながら、いろいろな人と交わるのですが、１つのテーマを深めるというのに適

した手法です。 
 
（質問者Ａ） あー、やったことあります。 
 
（青木） ワークショップ参加、初めてじゃなかったんですね。 
 
（質問者Ａ） 言われてみればあれだ。 
 
（青木） あれです。留守番と旅人などと言われて、みんなが大移動して、残っている

人が模造紙を書いてというあれです。あれがワールドカフェです。何となく話

し合った気にもなるし、盛り上がるのでいいのですが、収束が難しいです。 
 
（質問者Ｂ） 他にどんな手法があるのかなと。本を読んでから聞けば良かったので

すが。 
 
（青木） いや、いいです。そして、ワールドカフェの後に思い付き実現化会議をした

方がいいのです。いろいろ話しました、分かりました、頭の中で何となくこう

いうことが大事だというのが分かりました。しかし、大事なのは実行です。ワー

ルドカフェにもう１本スパイスを足すとすれば、それを実現化するきっかけを

つくってあげることが大事です。私はこれをやりたいと思います。「一緒にやる

人はいませんか、この指止まれ」と、思い付き実現化会議でやると、ワールドカ

フェでやったかいがあるわけです。話し合いはしたけれど、これは何につなが

るのかよく分からない場合は、「はあ」となってしまうのですが、１人でも同志

が表れて「よし、一緒にやろうぜ」と言って盛り上がって実働が始まれば、ワー

ルドカフェは非常に有効な手段になります。ワールドカフェの手法自体は非常

に良いベースを持っています。それを使いこなせるファシリテーターは実はそ

んなにいないのです。手法的にやりやすいのでみんながやるのですが、お尻の

部分を使いこなすのが次の課題だと思います。それができるようになったら非

常に有効な方法なので、どんどんやったら良いと思います。 
（奥） はい、次の質問どうぞ。 
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（青木） ワールドカフェというやり方はワークショップのいくつかある手法のうち

の１つと捉えていいと思います。1000 人でも対応できると言われている大人数

で、みんなが１つのテーマを深めるための方法です。基本は４人１組に分かれ

てあるテーマについて４人でお話をします。ずっと４人で話していると行き詰

まってくるというか、アイデアが枯渇してくるので席替えみたいなことを行い

ながら、いろいろな人と交わるのですが、１つのテーマを深めるというのに適

した手法です。 
 
（質問者Ａ） あー、やったことあります。 
 
（青木） ワークショップ参加、初めてじゃなかったんですね。 
 
（質問者Ａ） 言われてみればあれだ。 
 
（青木） あれです。留守番と旅人などと言われて、みんなが大移動して、残っている

人が模造紙を書いてというあれです。あれがワールドカフェです。何となく話

し合った気にもなるし、盛り上がるのでいいのですが、収束が難しいです。 
 
（質問者Ｂ） 他にどんな手法があるのかなと。本を読んでから聞けば良かったので

すが。 
 
（青木） いや、いいです。そして、ワールドカフェの後に思い付き実現化会議をした

方がいいのです。いろいろ話しました、分かりました、頭の中で何となくこう

いうことが大事だというのが分かりました。しかし、大事なのは実行です。ワー

ルドカフェにもう１本スパイスを足すとすれば、それを実現化するきっかけを

つくってあげることが大事です。私はこれをやりたいと思います。「一緒にやる

人はいませんか、この指止まれ」と、思い付き実現化会議でやると、ワールドカ

フェでやったかいがあるわけです。話し合いはしたけれど、これは何につなが

るのかよく分からない場合は、「はあ」となってしまうのですが、１人でも同志

が表れて「よし、一緒にやろうぜ」と言って盛り上がって実働が始まれば、ワー

ルドカフェは非常に有効な手段になります。ワールドカフェの手法自体は非常

に良いベースを持っています。それを使いこなせるファシリテーターは実はそ

んなにいないのです。手法的にやりやすいのでみんながやるのですが、お尻の

部分を使いこなすのが次の課題だと思います。それができるようになったら非

常に有効な方法なので、どんどんやったら良いと思います。 
（奥） はい、次の質問どうぞ。 

（質問者Ｅ） 私も手法の話なのですが、ワークショップをやるときにパワーポイン

トを使うと、大体決まった構成でやることが多いのですが、今回はやりながら

アレンジするのもあって、紙でやっているのもいいなと思ったのですが、紙で

やることのこだわりとか、メリットはどういうふうにお考えですか。 
 
（青木） 僕がパワーポイントを使えないだけです（笑）。というか、パワーポイント

だと方向性が強過ぎるので、事前に準備したものを出すのは良いのですが、そ

の場で生むのは難しいのです。打ち直して配置し直すというのは何か格好が悪

いです。ワークショップのプランは進行を考えて手順を事前に準備するのはも

ちろん良いと思うのですが、お客さんによってちょっと変えたいというのが僕

の持論です。 
 女の子とデートをするときに、初めにここで集合して、あそこに行って、あ

れを食べて、最後にあそこの丘から夕日を眺めたらロマンティックになれるか

もというデートプランがあります。そのとき僕は下調べをして、あのランチが

うまいとか、いろいろ勉強して彼女を誘うわけです。ところが、待ち合わせに

行って、「今日さ、イタリアンのおいしいところを見つけたんだよ」「私、昨日、

イタリアンを食べたから」と言われて、どうしようというときに「でも、おいし

いから」と言って自分のプランに引き込もうとすると、彼女的には「何だこい

つ、昨日イタリアン食べたって言ってるだろう」みたいな感じになります。対

応できていないわけです。「何か５時ぐらいに夕日が見えるんだけど」「私、今

日は夕日は見ないから」と言われたときに、「夕日が・・・」と、もし僕が夕日

にこだわっていたらプランとしては遂行できるかもしれませんが、デートとし

ては終わっています。負けです。 
 スライドで進行を示してその手順にやろうとすることは、それに近いところ

があります。それがもし、その場にふさわしくない場合に修正がきかないわけ

です。だから、僕は事前にプランをあまり決め過ぎないようにしています。考

えはするし、思考の訓練として準備はするけれど、これは違うなと思ったとき

に変えられるようにしておくのは非常に大事だと思います。山登りと同じです。

このルートで行けば何時間で頂上に行けると。しかし、そこが土砂崩れで崩れ

ていたらどうするというのができないと、生ものを扱っている意味がないとい

う感じがするので、なるべく手書きです。 
 
（質問者Ｅ） ありがとうございます。 
 
（青木） ありがとうございます。 
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（質問者Ｂ） そういう道をつくっていないときに、そういう状態になったときに慌

ててしまうと思うのです。そういうときにどうニュートラルになるというか、

落ち着けるか。そのときに意識していることや、されていることとかあります

か。 
 
（青木） 諦めるということです（笑）。何時までに頂上に行かないといけないと思う

からあせるのです。今日は頂上に行けないかもしれないと。一緒に山登りをし

ている人が足をくじいてしまったとか、何か機嫌が悪い、仲が悪くなってしまっ

たとか、いろいろあって無理に引っ張って頂上へ行けるかもしれないけど、危

ないなと思ったり、無理だというときには、頂上を諦めるというのは非常に大

事なチョイスです。その代わり、足をくじいている仲間も一緒に山を楽しめる

登り方、下り方ができると思うのです。僕はそちらに合わせたいという感じが

あります。「山は楽しかったね。今日は頂上へ行けなかったけど、次は体調を万

全に整えて行きたいな」という気持ちで帰ってほしいわけです。ファシリテー

ターに「やれ」と言われて、「書け」と言われて、「発表しろ」と言われてさせら

れたけど、「ああ、しんどかった」みたいなやつは、デートとしては失敗です。 
 
（質問者Ｂ） ありがとうございます。 
 
（奥） 例えが分かりやすいですね（笑）。 
 
（青木） デートか山登りです。では、実際に僕がデートが上手かというと、それは別

問題です。山登りをしたことがあるかというと、登ったこともないです。3000

メートル級は行ったこともないです。要らない情報ですが（笑）。 
 
（奥） では、手が挙がったので、どうぞ。 
 
（質問者Ｆ） 今まで先生はいろいろなワークショップをやってこられたと思うので

すが、最低の体験談と最高の体験談を教えてください。 
 
（青木） 最低の体験談は非常に良い教訓を残してくれています。自分の中に残って

います。ある会社の 100 年ビジョンをつくるという大きな計画でした。先代の

社長がつくった会社ですが、若社長が引き継いでいるのです。若社長が社員の

みんなと一緒に 100 年計画をつくるのだと、ロングビジョンです。うちの会社

は 100 年後どうなっていたいのかということをみんなで意見を出してすごく良

いものをつくるわけです。社員の皆さんも「すごい、やっぱり若社長、私たちの
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（質問者Ｂ） そういう道をつくっていないときに、そういう状態になったときに慌

ててしまうと思うのです。そういうときにどうニュートラルになるというか、

落ち着けるか。そのときに意識していることや、されていることとかあります

か。 
 
（青木） 諦めるということです（笑）。何時までに頂上に行かないといけないと思う

からあせるのです。今日は頂上に行けないかもしれないと。一緒に山登りをし

ている人が足をくじいてしまったとか、何か機嫌が悪い、仲が悪くなってしまっ

たとか、いろいろあって無理に引っ張って頂上へ行けるかもしれないけど、危

ないなと思ったり、無理だというときには、頂上を諦めるというのは非常に大

事なチョイスです。その代わり、足をくじいている仲間も一緒に山を楽しめる

登り方、下り方ができると思うのです。僕はそちらに合わせたいという感じが

あります。「山は楽しかったね。今日は頂上へ行けなかったけど、次は体調を万

全に整えて行きたいな」という気持ちで帰ってほしいわけです。ファシリテー

ターに「やれ」と言われて、「書け」と言われて、「発表しろ」と言われてさせら

れたけど、「ああ、しんどかった」みたいなやつは、デートとしては失敗です。 
 
（質問者Ｂ） ありがとうございます。 
 
（奥） 例えが分かりやすいですね（笑）。 
 
（青木） デートか山登りです。では、実際に僕がデートが上手かというと、それは別

問題です。山登りをしたことがあるかというと、登ったこともないです。3000

メートル級は行ったこともないです。要らない情報ですが（笑）。 
 
（奥） では、手が挙がったので、どうぞ。 
 
（質問者Ｆ） 今まで先生はいろいろなワークショップをやってこられたと思うので

すが、最低の体験談と最高の体験談を教えてください。 
 
（青木） 最低の体験談は非常に良い教訓を残してくれています。自分の中に残って

います。ある会社の 100 年ビジョンをつくるという大きな計画でした。先代の

社長がつくった会社ですが、若社長が引き継いでいるのです。若社長が社員の

みんなと一緒に 100 年計画をつくるのだと、ロングビジョンです。うちの会社

は 100 年後どうなっていたいのかということをみんなで意見を出してすごく良

いものをつくるわけです。社員の皆さんも「すごい、やっぱり若社長、私たちの

声を聞いてくださる」と言って、みんなが気持ちよく参加しました。一生懸命

いろいろなことを調べてきて、こうしたい、ああしたいと。「そのために私はこ

れを頑張る」と言って、「オーケー、これで行こう」という感じで、僕は自分で

は良い仕事をしたと思っていたのです。しかし、若社長がおうちでご飯を食べ

ていると、前の社長の、現会長のおやじさんが「ばかもの、会社の計画をつくる

のに社員の意見を聞いて何とする」と怒られて全部おじゃんです。青木君の給

料も支払われず「おまえは出て行け、そういうものはうちの会社には要らない」

と言って、おやじさんの権限が再度復活して暗黒の時代に入るのです。 
 
（質問者Ｆ） ありそうですね。 
 
（青木） あるのです。それで、僕が至らなかったなと分かったのが、僕は社員の意見

を聞いたけど、お父さんの意見を聞かなかったのです。その会社を裸一貫でつ

くってきて、今の規模まで一生懸命頑張って借金も何もしてつくってきた、そ

のお父さんの声を聞かずに、他の皆さまの声を聞いて計画をつくったのが、プ

ロとして僕の一番駄目なところです。最も聞かなければいけない人の１人を置

いて、代替わりだからいいだろうと、若社長からも言われたのでそう思いまし

たが、いやいや、違います、この会社を大きくしたのは誰のおかげだと思って

いるのだという気持ちになります。その気持ちが分からなかったのが、僕の一

番大きな失敗です。 
 
（奥） 良かった方は。 
 
（青木） 人生、つらいことだらけです。何が良かったのでしょう。どれも良かったと

は思いますけれど。会社を経営されているあるご夫婦が、仲が悪くなったので

す。社員が 10 人ぐらいいる小さい会社で、社員の前で「あんたがいつもこうだ

から」とご夫婦で殴り合ったりしたのです。社員はめちゃめちゃやる気がない。

奥さんの話を聞いていいのか、社長の話を聞いていいのか分からない、非常に

良くない状況です。そのお二人の間に入って会議を進行させていただきました。

家族会議でありながら会社の経営会議でもあるというダブルです。良かったの

かな。 
 その奥さまが何かに怒っているわけです。旦那はそれが何に怒っているのか、

よく分かっていないわけです。より怒るわけです。「おまえは何で分からないの

か」と、そのときにご夫婦の間に入って「お邪魔いたします」と言って「奥さ

ま、何にお怒りなのでしょうか」と聞くわけです。旦那は黙ってそこに座って

いて、僕が聞くわけです。何年前のあれこれ、こういうときに旦那に指示され
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た、こういう仕打ちが本当につらかったのだという話を聞くことができました。 
 「旦那さん、今の話を聞いていましたか。これで奥さまはお怒りなのですけ

れど」と。すると、そのことについて全く自覚がない旦那が初めて自覚をしま

した。「そんなことでうちのかみさんがこんなに苦しんでいたのか。それは悪

かった」ということで、素直に謝ることができました。全くつゆ知らずという

か、自分としては良かれと思ってやったことがこんなに妻を苦しめていたのだ

ということを表明することができました。それについて１本わびを入れること

ができました。これは非常に重要なシーンなのです。 
 そして、「お二人は仲が悪い状態にはなりましたけれども、この後どうされた

いのでしょうか」という話です。「少しでも良い状況をつくりたいと、もし双方

がお思いであれば、この１カ月の間、あれとこれはやってみよう、あれとこれ

は気を付けようと、３つずつぐらい自分がやれることを出してみてください」

ということで、旦那さんがやれること、奥さまがやれることを３つずつリスト

してみました。「では、このリストで１カ月後どうなっているか。よろしくお願

いします」と言って、また１カ月後にその夫婦に会いに行くということを２～

３回やって、その会社もそのご夫婦も良くなりました。それが僕の最近の経験

の中では良かった仕事だと思っています。まだ子供も小学校１～２年生で、子

供にとっても社員にとっても不安な状況を、話し合いの間に立つことで何かし

らお助けできた。これはまちづくりみたいな大きい話ではないですが、僕にとっ

ては非常に重要なお仕事の１つだと思います。 
 
（奥） 冒頭おっしゃっていた、「家族会議から国際会議まで」という看板に偽りなし

という話ですね。 
 
（青木） そうです。 
 
ワークショップでの専⾨家の役割 
 
（奥） 失敗の方はまさに誰に議論してもらうか、そこの枠組みをどうつくるかとい

う話でした。あとの事例は、お互いにきっちり問題を考えながら出してもらっ

たという、そのような事例だったのかと思います。 
 時間も残り少なくなってきたのですが、専門家の立場から少し聞いてみたい

ことが１つあります。ワークショップの中で専門家の役割は何だろうと私もい

つも自問自答しながら関わるのです。今日みたいに大きなテーマでみんなと一

緒に「これがいいよね」という話し方はもちろんできるのですが、自分の専門

はこれだというのがあったときに、それに関しては「いいね」とは言えないも
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た、こういう仕打ちが本当につらかったのだという話を聞くことができました。 
 「旦那さん、今の話を聞いていましたか。これで奥さまはお怒りなのですけ

れど」と。すると、そのことについて全く自覚がない旦那が初めて自覚をしま

した。「そんなことでうちのかみさんがこんなに苦しんでいたのか。それは悪

かった」ということで、素直に謝ることができました。全くつゆ知らずという

か、自分としては良かれと思ってやったことがこんなに妻を苦しめていたのだ

ということを表明することができました。それについて１本わびを入れること

ができました。これは非常に重要なシーンなのです。 
 そして、「お二人は仲が悪い状態にはなりましたけれども、この後どうされた

いのでしょうか」という話です。「少しでも良い状況をつくりたいと、もし双方

がお思いであれば、この１カ月の間、あれとこれはやってみよう、あれとこれ

は気を付けようと、３つずつぐらい自分がやれることを出してみてください」

ということで、旦那さんがやれること、奥さまがやれることを３つずつリスト

してみました。「では、このリストで１カ月後どうなっているか。よろしくお願

いします」と言って、また１カ月後にその夫婦に会いに行くということを２～

３回やって、その会社もそのご夫婦も良くなりました。それが僕の最近の経験

の中では良かった仕事だと思っています。まだ子供も小学校１～２年生で、子

供にとっても社員にとっても不安な状況を、話し合いの間に立つことで何かし

らお助けできた。これはまちづくりみたいな大きい話ではないですが、僕にとっ

ては非常に重要なお仕事の１つだと思います。 
 
（奥） 冒頭おっしゃっていた、「家族会議から国際会議まで」という看板に偽りなし

という話ですね。 
 
（青木） そうです。 
 
ワークショップでの専⾨家の役割 
 
（奥） 失敗の方はまさに誰に議論してもらうか、そこの枠組みをどうつくるかとい

う話でした。あとの事例は、お互いにきっちり問題を考えながら出してもらっ

たという、そのような事例だったのかと思います。 
 時間も残り少なくなってきたのですが、専門家の立場から少し聞いてみたい

ことが１つあります。ワークショップの中で専門家の役割は何だろうと私もい

つも自問自答しながら関わるのです。今日みたいに大きなテーマでみんなと一

緒に「これがいいよね」という話し方はもちろんできるのですが、自分の専門

はこれだというのがあったときに、それに関しては「いいね」とは言えないも

のがあるのです。 
 例えば漁協などの方で魚のことが詳しい人がいれば、こういう海をつくりた

いというとき、「いや、そういう海では魚は住まない」と言いたいときが出てく

ることがあるかもしれないですよね。そういう立場の人はどういう関わり方を

するのでしょうか。あるいは、そういうことはどんどん言ってしまっていいの

でしょうか。 
 
（青木） 言っていいのではないですか。専門家も好きに言ってください。大丈夫で

す。みんなも、それをむしろ聞きたい。みんなは知見がない中、ああしたらどう

か、海はこうしたら良いのではないのと勝手に言っているだけなのです。専門

家の方も１メンバーとして思う存分言っていただければ結構だと思います。た

だ、自分の発言に重みがあるというのは理解しておく必要が当然あると思いま

す。これを言ったら重みがあると思いつつ、「専門家としてこれだけは言わせて

ください」として言います。言った後に少し自分を引っ込める感じで、言った

ことでみんながどう思うか、観察できるゆとりがあればいくら言ってもいいと

思います。 
 北欧の方でやっている会議の仕方は、専門家を両サイドで用意します。例え

ば地元の人たちに原発の話し合いをします。原発がうちの地域に来たいという

話だけどどう思うかということを話します。こちら側には原発は大丈夫ですよ

という専門家、こちら側には原発はマジでやばいですよという専門家を両方用

意します。専門家同士が議論するのではなく、市民が議論します。「うちの町に

それはどうなの」という話をします。「専門家に聞いてみたいことがあれば、市

民サイドからいろいろ質問リストを出してもいいですよ」と。すると、「原発は

安全ですか」、「いざ事故が起きたときにどうやって避難したらいいですか」と

いう質問リストを作ります。そして、原発安全ですという専門家はこう答え、

原発は安全ではないという専門家はこう答え、考えるのは市民という感じのプ

ロセスを経ます。片方の専門家の意見だけ聞いてしまうと、そうですか、安全

ですかとなってしまいます。「安全です」と言う専門家と「いや、全然安全では

ないですよ」みたいなことが両方聞けると、「ほら」という感じで、いろいろ議

論がしやすくなります。専門家にもいろいろ知見や方向性があるので、これが

良いという専門家と、それでは駄目だという専門家の両方を聞かせた方がワー

クショップとしては面白いです。 
 
（奥） なるほど、今の話はなかなか面白かったです。専門家として呼ばれると立場

的につらいところが実は結構あったりします。そういうとき、最初に企画を立

てられる立場の方も交えて、議論をより活発にするための専門家の使い方を考
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えてもらうと、こちらも面白い関わり方ができると思います。 
 
（青木） それは良いですね。 
 
（奥） 大西先生からもいかがですか。 
 
会場づくり 
 
（大西） 青木さんのワークショップを準備段階から一緒にさせてもらって、やはり

プロだと思いました。結果的にみんなが会場でバラバラという状態になってい

ますが、スタートのときに皆さんが快適に座ってそこから快適にスタートでき

る場づくりにすごく気を使っていらっしゃいました。そこがワークショップな

り会議をするときの、成功する最初のステップなのかなと思います。入ってき

て、そこに不快さを感じる、何かここは居づらいなと思わせないような空間を

最初に可能な限りつくる。それがまず重要なのかなと見ていました。順番やや

り方はその場で柔軟に変えていくということでしたが、できる準備は可能な限

り全てされるわけですね。そこのところがすごいと思っています。場づくりを

するときに気を付けているところを少し教えていただければと思います。会場

づくりです。 
 
（青木） 今回だと、もともとご用意いただいていた正面は向こうでした。それでも

いいかなと思って、僕も入りましたが、移動式のホワイトボードがあり、参加

する人数が 25 人前後だということを聞き、向こう正面で扇形でつくってみると

縦長な感じなのです。これはみんなが動いたり、グループを組んだりするには
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えてもらうと、こちらも面白い関わり方ができると思います。 
 
（青木） それは良いですね。 
 
（奥） 大西先生からもいかがですか。 
 
会場づくり 
 
（大西） 青木さんのワークショップを準備段階から一緒にさせてもらって、やはり

プロだと思いました。結果的にみんなが会場でバラバラという状態になってい

ますが、スタートのときに皆さんが快適に座ってそこから快適にスタートでき

る場づくりにすごく気を使っていらっしゃいました。そこがワークショップな

り会議をするときの、成功する最初のステップなのかなと思います。入ってき

て、そこに不快さを感じる、何かここは居づらいなと思わせないような空間を

最初に可能な限りつくる。それがまず重要なのかなと見ていました。順番やや

り方はその場で柔軟に変えていくということでしたが、できる準備は可能な限

り全てされるわけですね。そこのところがすごいと思っています。場づくりを

するときに気を付けているところを少し教えていただければと思います。会場

づくりです。 
 
（青木） 今回だと、もともとご用意いただいていた正面は向こうでした。それでも

いいかなと思って、僕も入りましたが、移動式のホワイトボードがあり、参加

する人数が 25 人前後だということを聞き、向こう正面で扇形でつくってみると

縦長な感じなのです。これはみんなが動いたり、グループを組んだりするには

横正面の方がいいだろうなと思い、正面のチェンジをしました。その次は可動

性です。いろいろなグループをつくっては分かれて、名刺交換などもしやすい、

この部屋で最大限できる方式を考えて、椅子や机の配置をしました。物が動く

ときには、コートや鞄などが身近にあると面倒くさいのでみんな動きたがらな

い。だから、なるべく後ろに置ける準備をしました。人と人が通り抜けられる

ような椅子と椅子のすき間を準備し、使っていい文具が目の前、前の方にそろっ

ていて、それがみんなにも見える位置にするという準備をしました。会場によっ

ては時計の位置を整えたり、お茶コーナーを整えたり、お掃除をしたり、ホワ

イトボードマーカーで書けるもの、書けないものを選別して、書けないものを

捨てたりするわけです。 
 多分山登りをされる方も恐らくこのロープを使うか、使わないか、分からな

いけど、いざというときにロープを持っておいた方が良いなという感じで持っ

ていきます。ロープを使わないで登山をしても問題ないのですが、いざという

ときに出せるロープがあるかどうか、ナイフを持っているかは非常に大事です。

でも、持ち過ぎると邪魔になるわけです。必要最小限だけど、ある程度の状況

に対応できるバックアップの準備をして、柔軟に事に当たるというのが、準備

でしたいことの一つです。 
 だから、事務局の皆さまに大変ご迷惑をかけたり、そろえていただいたのに

「青木先生、あれは結局使いませんでしたね」とよく言われます。「すみません、

人の命を救うロープを今回も使いませんでした、でも、良い登山ができました、

ありがとうございました」と言って備品だけが残るということもよくあります。

でも、備えあれば憂いなしです。 
 
（大西） もう１つプロだと思うのは、その場の様子に合わせて柔軟にいろいろなも

のを出していく、自分が持っているアイテムが幾つもあった中で一番適切なも

のをチョイスしていくことができるということです。普通の人はそこまでの反

射神経も経験もないわけです。これは経験をするから何をチョイスするかとい

う思考が研ぎ澄まされていくのであって、それを学ぶということは体験からし

かできないようなものでしょうか。 
 
（青木） はい、体験から学んでいただければと思います。100 回ぐらいやれば上手に

なります。 
 
（大西） いろいろなものに出ていって、回数をやっていくと、分かることが増えて

いくということですか。 
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（青木） そのとおりだと思います。主婦の方が冷蔵庫を開けて、これだけしか材料

がないならこれを作ろうと、ぱぱっと作ります。あれはやはり経験値だと思っ

ています。本来だったらカレーにこれが必要なのにあれがないとか言って「カ

レーができない」と終わるのではなくて、ないならないなりにこれで作ってし

まえというのはすごく大事なスキルだと思っています。いつも万全な状態では

ないし、トラブルももちろん起きますけれど、それなりに食べられるものを作

るのが主婦の力です。そういう料理人の腕から学ぶこと、山登りから学ぶこと、

サッカー選手や野球選手から学ぶことがいっぱいあります。でも必要なのは自

分の経験値です。だから、失敗してもいいです。それほど迷惑にもなりません。

大丈夫です。どんどん失敗して、まずい料理も作りながら「これはお母さん、ま

ずいよ」と言われながら「そう、ごめん、やっぱりこれは合わないんだね」と学

習して、次の料理に入るということだと思います。 
 
（大西） やってみることが大切ということですね。 
 
（奥） そろそろ時間になりました。どうしても今日ここで聞いておかないと心残り

で今晩寝られなくなるという人はいませんか。大丈夫ですか。 
 それでは、第２部の「豊かな話し合いを可能にするものとは」をこれで終わ

りたいと思います。講師として１日われわれの熱を上げていただいた青木先生

に盛大な拍手をお願いします（拍手）。 
 
閉会あいさつ 
 
（司会） ありがとうございました。それでは最後に富山大学地域連携推進機構、地

域づくり・文化支援部門長の奥敬一より閉会のあいさつです。お願いします。 
 
（奥） もうあらためて言うこともありませんが、大事なのは実現化です。せっかく

今日は実現化のタネのところまで体験しました。これはぜひ本当に何かしら形

にしていただければ、本日主催したわれわれとしてはそれ以上にうれしいこと

はありません。これがネタになってこんな良い仕事ができたよ、こんな面白い

話が進んだよということがあれば、ぜひお知らせください。そこからまたわれ

われ大学の支援組織として協力できることも出てくると思います。そういった

形でいろいろと富山県内の連携が進んでいけばいいと思います。 
 もう１つは今日の皆さんのファシリテーションの体験です。これは自分で試

していただいて、失敗しながら少しずつ上手になっていただいて、いろいろな

活発な議論を職場や地域でしていただければ、これも大変主催者側としてはう
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レーができない」と終わるのではなくて、ないならないなりにこれで作ってし

まえというのはすごく大事なスキルだと思っています。いつも万全な状態では

ないし、トラブルももちろん起きますけれど、それなりに食べられるものを作

るのが主婦の力です。そういう料理人の腕から学ぶこと、山登りから学ぶこと、

サッカー選手や野球選手から学ぶことがいっぱいあります。でも必要なのは自
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大丈夫です。どんどん失敗して、まずい料理も作りながら「これはお母さん、ま

ずいよ」と言われながら「そう、ごめん、やっぱりこれは合わないんだね」と学

習して、次の料理に入るということだと思います。 
 
（大西） やってみることが大切ということですね。 
 
（奥） そろそろ時間になりました。どうしても今日ここで聞いておかないと心残り

で今晩寝られなくなるという人はいませんか。大丈夫ですか。 
 それでは、第２部の「豊かな話し合いを可能にするものとは」をこれで終わ

りたいと思います。講師として１日われわれの熱を上げていただいた青木先生

に盛大な拍手をお願いします（拍手）。 
 
閉会あいさつ 
 
（司会） ありがとうございました。それでは最後に富山大学地域連携推進機構、地

域づくり・文化支援部門長の奥敬一より閉会のあいさつです。お願いします。 
 
（奥） もうあらためて言うこともありませんが、大事なのは実現化です。せっかく

今日は実現化のタネのところまで体験しました。これはぜひ本当に何かしら形

にしていただければ、本日主催したわれわれとしてはそれ以上にうれしいこと

はありません。これがネタになってこんな良い仕事ができたよ、こんな面白い

話が進んだよということがあれば、ぜひお知らせください。そこからまたわれ

われ大学の支援組織として協力できることも出てくると思います。そういった

形でいろいろと富山県内の連携が進んでいけばいいと思います。 
 もう１つは今日の皆さんのファシリテーションの体験です。これは自分で試

していただいて、失敗しながら少しずつ上手になっていただいて、いろいろな

活発な議論を職場や地域でしていただければ、これも大変主催者側としてはう

れしいと思っています。本日は本当にどうもありがとうございました（拍手）。 
 
（司会） ありがとうございました。以上をもちまして、富山大学地域連携推進機構、

地域づくり・文化支援部門、特別公開フォーラムを終了したいと思います。 
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